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健康保険データに基づく医療費予測モデリング

―正則化 two-partモデルによるアプローチ―
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概要

本論文では，健康保険データに基づく医療費の予測モデリングについて考察する．特に，医療

費の代表的な統計モデルである two-partモデルを取り上げ，ラッソのような正則化手法の適用

により予測精度が高まるか否かを検討する，わが国の健康保険データへ応用した結果，説明変数

の個数が大きい高次元の場合には，正則化により予測精度が向上する可能性が示された．
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1 はじめに

本論文では，健康保険データに基づく医療費の予測モデリングについて考察する．特に，医療費の代表的な

統計モデルである two-partモデルを取り上げ，ラッソのような正則化手法の適用により予測精度が高まるか

否かを検討する，ここで用いるデータは，わが国の複数の健康保険の組合員の集団から無作為に抽出された

10,000人の 2010年から 2012年までの 3年間のレセプト及び健康診断のデータである．まず，2010年の変数

を説明変数，2011年の総医療費を目的変数として予測モデルを構築した．次に，この予測モデルの評価を行う

ために，構築した予測モデルの説明変数に 2011年の値を代入して，2012年の医療費を予測した．この結果，

説明変数の個数が大きい高次元の場合には，two-partモデルを正則化することにより，予測精度が向上する可

能性が示された．

正則化による医療費の予測は，Loginov et. al (2013)によって既に報告されている．ただし，Loginov et.

al (2013)では，通常の回帰モデルに正則化を適用している．本稿では，two-partモデルに対する正則化の適

用について議論し，ラッソ法 (Tibshirani, R., 1996) と弾性ネット法 (Zhou and Hastie, 2005)の 2種類のス

パース正則化の適用を考察した．また，スパース性をもたない伝統的な正則化手法であるリッジ法も試みた．

本論文の構成は以下の通りである．第 2節では，医療費の代表的な統計モデルであるトービット法，標本選

択法，two-partモデルについて概説する．第 3節では two-partモデルの推定と予測について詳述する．第 4

節では，予測モデリングにおけるバイアス-分散トレードオフについて注意を与える．第 5節ではラッソ法を

中心として two-partモデルへの正則化の適用を議論し，第 6節でわが国健康保険データへの応用を考察する．

第 7節で結語を述べる．
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